
ＲＮＡＶ５の導入について

凡例
既存RNAV経路⇒RNAV5経路化

既存VOR経路⇒RNAV5 経路化

［今回導入するRNAV5経路（西日本）］

VOR/DME 測位・計算VOR/DME

VOR/DME、ＧＰＳ等

VOR/DME等地上施設からの
電波を受信し、電波発信源に
向けて飛行。

VOR/DME、GPS等からの信
号をもとに自機位置を測位し、
計算処理して飛行コース等を
柔軟に設定可能。

技術革新

＜従来の航法＞ ＜ＲＮＡＶ（広域航法）＞

［RNAVの原理］

・平成・平成2020年年 33月月1313日日 RNAV5RNAV5導入予定導入予定
・平成・平成2222年度末までに羽田発着等の主要路線に整備年度末までに羽田発着等の主要路線に整備
－羽田再拡張時に合わせて一定高度以上の経路を－羽田再拡張時に合わせて一定高度以上の経路を

RNAVRNAV専用空域とするスカイハイウェイ計画を展開専用空域とするスカイハイウェイ計画を展開
・平成・平成2424年度末までに主なローカル路線にも整備年度末までに主なローカル路線にも整備

［スカイハイウェイ計画］

［RNAV５導入に係る予定］

スカイハイウェイ計画 （H22年度）
29,000ft以上の高度帯において、VOR経路飛
行とRNAV5経路飛行を運用的に垂直分離し、

RNAV経路を全国展開
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（イメージ図）


